


西条昇の浅草喜劇コレクション
田谷力三篇

西条昇の所蔵資料の一部を本文ページ（P12-13）と併せてお楽しみ下さい。

西条 昇　江戸川大学教授、喜劇史研究家。
昭和39年、東京・飯田橋生まれ。幼少期より浅草をはじめとする都内の劇場や
寄席で喜劇と演芸を観て育つ。新聞・雑誌への連載やTV・ラジオ出演も多数。
主な著書に『ニッポンの爆笑王100』『笑伝・三波伸介』など。 

大正７年の浅草・観音劇
場での原信子歌劇団『靴
直しクリスピノ』のイラス
トと楽譜の絵葉書。上段の
イラスト左端に“田谷のコ
ンテイノ”が描かれている。

松竹演藝部が「笑の王国」の姉妹劇団として昭和11年６月
末に浅草・金龍館で旗揚げした「松竹フオーリイ（フォーリー） 
田谷力三一座」の第２回公演（左）と第３回公演（右）のプ
ログラム。田谷の他に川公一、佐藤久雄、小宮凡人、田谷の
弟子の高屋朗といった喜劇人が出演。

浅草・常盤座での「笑の王国」
の昭和16年新春興行のプロ
グラム。田谷（写真右側の
上から３人め）は同13年頃
から同劇団に在籍していた。

田谷が加盟出演していた浅草・
江川劇場での「国民喜劇座 関
時男一座」第20回公演（昭和
18年７月）のプログラム。写真
右側の一番上が田谷である。

田谷が座長として昭和７年
12月末に加入した浅草・オ
ペラ館でのレヴュー劇団
「ヤパン・モカル」の第９
回公演のプログラム。


